
JP 6090476 B2 2017.3.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｄ２Ｄ（Device to Device）通信の論理チャネルのハンドリング方法であって、
　ユーザ装置が、ＤＲＢ（Data Radio Bearer）がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネ
ーブルされているか否かを判断するステップと、
　Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネル
及びＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされていないＤＲＢに対応する論理チャ
ネルに対して、それぞれ独立した論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を
行うステップと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記ユーザ装置が基地局により送信された指示情報を受信するステップをさらに含み、
　前記指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否
かを示すために用いられ、或いはＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２Ｄ通信に構成／ア
クティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられ、或いは１つ又は複数のＤ
ＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示すために用いられる、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記指示情報は、
　情報要素LogicalChannelConfigにおけるパラメータにより示され、或いは
　情報要素RadioResourceConfigDedicatedのDRB-ToAddModにおけるパラメータにより示さ
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れ、或いは
　メッセージRRCConnectionReconfigurationにおける情報要素により示され、或いは
　メッセージRRCConnectionReconfigurationにおける情報要素によりＤ２Ｄ通信に必要な
構成情報を構成し、その中の構成情報パラメータにより示される、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記ユーザ装置が、基地局により送信された指示情報を受信し、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に
構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを決定するステップをさらに含み、
　前記指示情報は、前記基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされている
ＤＲＢのために確保した論理チャネル識別番号を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記確保された論理チャネル識別番号は、既存の論理チャネル識別番号、又はＤ２Ｄ通
信のために追加された論理チャネル識別番号である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザ装置が、予め構成された指示情報に基づいて、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／
アクティブ／イネーブルされているか否かを決定するステップをさらに含み、
　前記指示情報は、システムがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤ
ＲＢのために予め構成した論理チャネル識別番号を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記予め構成された論理チャネル識別番号は、既存の論理チャネル識別番号、又はＤ２
Ｄ通信のために追加された論理チャネル識別番号である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザ装置が、Ｄ２Ｄ通信のための論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重
化エンティティを確立／構成／初期化するステップをさらに含み、
　前記Ｄ２Ｄ通信のための論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティティ
は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネ
ルに対して、論理チャネルの優先順位付け処理及びデータ多重化処理を行うために用いら
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネル
に対して、論理チャネルの優先順位付け処理及びデータ多重化の処理を行うステップは、
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャ
ネルにおいて送信されるデータのデータ量を決定するステップと、
　前記データを、Ｄ２Ｄ通信に対応するＭＡＣ（Medium Access Control）　ＰＤＵ（Pro
tocol Data Unit）に多重化するステップと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされていないＤＲＢ、及びＳＲＢ（Signal
ing
Radio Bearer）に対応する論理チャネルにおいて送信されるデータのデータ量を決定し、
前記データを、装置と基地局との通信に対応するＭＡＣ　ＰＤＵに多重化するステップと
、
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャ
ネルにおいて送信されるデータのデータ量を決定し、前記データを、Ｄ２Ｄ通信に対応す
るＭＡＣ　ＰＤＵに多重化するステップと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢが１つ又は複数ある
、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記指示情報は、前記ＤＲＢに対応するＤ２Ｄ通信リンクのインデックスをさらに含む
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、請求項２又は４に記載の方法。
【請求項１３】
　Ｄ２Ｄ（Device to Device）通信の論理チャネルのハンドリング方法であって、
　基地局が、ユーザ装置がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢ
（Data
Radio Bearer）に対応する論理チャネル及びＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブル
されていないＤＲＢに対応する論理チャネルに対してそれぞれ独立した論理チャネルの優
先順位付け及びデータ多重化の処理を行うように、前記ユーザ装置のためにＤ２Ｄ通信用
のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルするステップを含む、方法。
【請求項１４】
　基地局がユーザ装置のためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルす
るステップは、前記基地局が前記ユーザ装置に指示情報を送信するステップを含み、
　前記指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否
かを示すために用いられ、或いはＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２Ｄ通信に構成／ア
クティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられ、或いは１つ又は複数のＤ
ＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示すために用いられる、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記指示情報は、ＤＲＢ構成変更プロシージャ、ＤＲＢ追加プロシージャ、又は装置と
基地局間の通信とＤ２Ｄ通信とのハンドオーバプロシージャにより送信される、請求項１
４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記指示情報は、
　情報要素LogicalChannelConfigにおけるパラメータにより示され、或いは
　情報要素RadioResourceConfigDedicatedのDRB-ToAddModにおけるパラメータにより示さ
れ、或いは
　メッセージRRCConnectionReconfigurationにおける情報要素により示され、或いは
　メッセージRRCConnectionReconfigurationにおける情報要素によりＤ２Ｄ通信に必要な
構成情報を構成し、その中の構成情報パラメータにより示される、請求項１４に記載の方
法。
【請求項１７】
　基地局がユーザ装置のためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルす
るステップは、前記基地局が前記ユーザ装置に指示情報を送信するステップをさらに含み
、
　前記指示情報は、前記基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされている
ＤＲＢのために確保した論理チャネル識別番号を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャ
ネル識別番号を、前記確保された論理チャネル識別番号のうち１つに構成するステップを
さらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　基地局がユーザ装置のためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルす
るステップは、
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャ
ネル識別番号を、システムにより予め定義された論理チャネル識別番号のうち１つに構成
するステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢが１つ又は複数ある
、
請求項１３に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記指示情報は、前記ＤＲＢに対応するＤ２Ｄ通信リンクのインデックスをさらに含む
、請求項１４又は１７に記載の方法。
【請求項２２】
　ＤＲＢ（Data Radio Bearer）がＤ２Ｄ（Device to Device）通信に構成／アクティブ
／イネーブルされているか否かを判断する判断手段と、
　Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネル
及びＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされていないＤＲＢに対応する論理チャ
ネルに対して、それぞれ独立した論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を
行う処理手段と、を含む、ユーザ装置。
【請求項２３】
　基地局により送信された指示情報を受信する情報受信手段をさらに含み、
　前記指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否
かを示すために用いられ、或いはＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２Ｄ通信に構成／ア
クティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられ、或いは１つ又は複数のＤ
ＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示すために用いられる、請求項２２に記載のユ
ーザ装置。
【請求項２４】
　基地局により送信された指示情報を受信し、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／
イネーブルされているか否かを決定する情報受信手段をさらに含み、
　前記指示情報は、前記基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされている
ＤＲＢのために確保した論理チャネル識別番号を含む、請求項２２に記載のユーザ装置。
【請求項２５】
　前記ユーザ装置は、予め構成された指示情報に基づいて、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／
アクティブ／イネーブルされているか否かを決定し、
　前記指示情報は、システムがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤ
ＲＢのために予め構成した論理チャネル識別番号を含む、請求項２２に記載のユーザ装置
。
【請求項２６】
　Ｄ２Ｄ通信のための論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティティを確
立／構成／初期化するエンティティ確立手段をさらに含み、
　前記処理手段は、前記Ｄ２Ｄ通信のための論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多
重化エンティティを用いて、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲ
Ｂに対応する論理チャネルに対して、論理チャネルの優先順位付け処理及びデータ多重化
処理を行う、請求項２２に記載のユーザ装置。
【請求項２７】
　前記処理手段は、前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに
対応する論理チャネルにおいて送信されるデータのデータ量を決定し、前記データを、Ｄ
２Ｄ通信に対応するＭＡＣ（Medium Access Control）　ＰＤＵ（Protocol Data
Unit）に多重化する、請求項２２に記載のユーザ装置。
【請求項２８】
　前記処理手段は、
　Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされていないＤＲＢ、及びＳＲＢ（Signal
ing
Radio Bearer）に対応する論理チャネルにおいて送信されるデータのデータ量を決定し、
前記データを、装置と基地局との通信に対応するＭＡＣ　ＰＤＵに多重化し、
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャ
ネルにおいて送信されるデータのデータ量を決定し、前記データを、Ｄ２Ｄ通信に対応す
るＭＡＣ　ＰＤＵに多重化する、請求項２２に記載のユーザ装置。
【請求項２９】
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　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢが１つ又は複数ある
、
請求項２２に記載のユーザ装置。
【請求項３０】
　前記指示情報は、前記ＤＲＢに対応するＤ２Ｄ通信リンクのインデックスをさらに含む
、請求項２３又は２４に記載のユーザ装置。
【請求項３１】
　ユーザ装置がＤ２Ｄ（Device to Device）通信に構成／アクティブ／イネーブルされて
いるＤＲＢ（Data Radio Bearer）に対応する論理チャネル及びＤ２Ｄ通信に構成／アク
ティブ／イネーブルされていないＤＲＢに対応する論理チャネルに対してそれぞれ独立し
た論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を行うように、前記ユーザ装置の
ためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルする設定手段を含む、基地
局。
【請求項３２】
　前記ユーザ装置に指示情報を送信する情報送信手段をさらに含み、
　前記指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否
かを示すために用いられ、或いはＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２Ｄ通信に構成／ア
クティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられ、或いは１つ又は複数のＤ
ＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示すために用いられる、請求項３１に記載の基
地局。
【請求項３３】
　前記ユーザ装置に指示情報を送信する情報送信手段をさらに含み、
　前記指示情報は、前記基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされている
ＤＲＢのために確保した論理チャネル識別番号を含む、請求項３１に記載の基地局。
【請求項３４】
　前記設定手段は、前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに
対応する論理チャネル識別番号を、前記確保された論理チャネル識別番号のうち１つに構
成する、請求項３３に記載の基地局。
【請求項３５】
　前記設定手段は、前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに
対応する論理チャネル識別番号を、システムにより予め定義された論理チャネル識別番号
のうち１つに構成する、請求項３１に記載の基地局。
【請求項３６】
　前記Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢが１つ又は複数ある
、
請求項３１に記載の基地局。
【請求項３７】
　前記指示情報は、前記ＤＲＢに対応するＤ２Ｄ通信リンクのインデックスをさらに含む
、請求項３２又は３３に記載の基地局。
【請求項３８】
　請求項２２乃至３０のいずれかに記載のユーザ装置、及び請求項３１乃至３７のいずれ
かに記載の基地局を含む、通信システム。
【請求項３９】
　ユーザ装置においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、請求項１乃至１２の
いずれかに記載のＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法を前記ユーザ装置におい
て実行させる、コンピュータ読み取り可能なプログラム。
【請求項４０】
　コンピュータに、請求項１乃至１２のいずれかに記載のＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハ
ンドリング方法をユーザ装置において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプロ
グラムを記憶する、記憶媒体。
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【請求項４１】
　基地局においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、請求項１３乃至２１のい
ずれかに記載のＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法を前記基地局において実行
させる、コンピュータ読み取り可能なプログラム。
【請求項４２】
　コンピュータに、請求項１３乃至２１のいずれかに記載のＤ２Ｄ通信の論理チャネルの
ハンドリング方法を基地局において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログ
ラムを記憶する、記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特にＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法、ユー
ザ装置及び基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のＬＴＥシステムでは、ユーザ装置とユーザ装置との間の通信は無線アクセスネッ
トワークとコアネットワークにより達成される必要がある。新しいビジネス要求の出現に
伴い、ネットワークの負荷を低減し、ネットワークの負荷の移転を達成するため、ユーザ
装置とユーザ装置との間の通信は徐々に新たな研究方向となっている。２つのユーザ間の
距離が十分に近い場合、ユーザ装置は互いに相手の存在を発見し、基地局の制御下の装置
間の直接通信が可能となっている。
【０００３】
　従って、装置から装置（D2D、Device to Device）の通信は広く注目されている。Ｄ２
Ｄ通信は、ユーザ装置（UE、User Equipment）間の直接通信を指し、無線システムのスペ
クトル効率を効率的に向上でき、制御シグナリングのオーバーヘッドを低減できる。ユー
ザ装置ＵＥ１及びユーザ装置ＵＥ２は、発見（Discovery）メカニズムにより、自分とＤ
２Ｄ通信を行うことが可能な潜在的なＵＥを報告する。ネットワーク側は、報告結果に基
づいて、ＵＥ１とＵＥ２との間のチャネル条件がＤ２Ｄ通信を採用することが適切である
ことを知っている場合、基地局は、コアネットワークを介することなく、ＵＥ１とＵＥ２
とがデータ伝送を直接に行うように構成してもよい。Ｄ２Ｄ通信をサポートする制御シグ
ナリングは依然としてｅＮＢにより送信される。
【０００４】
　一方、図１は従来のＬＴＥシステムにおけるユーザ装置側のデータリンク層（層２）の
構成を示す図である。図１に示すように、層２は、パケット・データ・コンバージェンス
・プロトコル（PDCP、Packet Data Convergence Protocol）層、無線リンク制御（RLC、R
adio Link Control）層、及び媒体アクセス制御（MAC、Medium Access Control）層を有
する３層のプロトコルスタックを含む。
【０００５】
　図２はＬＴＥシステムにおけるユーザ装置側のＭＡＣ層の詳細な構成を示す図である。
図１及び図２に示すように、送信側では、ＩＰパケット又はＲＲＣ層の制御シグナリング
は、ＰＤＣＰ層及びＲＬＣ層により処理された後、ＲＬＣプロトコルデータユニット（PD
U、Protocol Data Unit）が形成される。ＲＬＣ層とＭＡＣ層とのインタフェースは論理
チャネルである。ＲＬＣ層は、ＲＬＣ　ＰＤＵにより伝送された内容に基づいて、該ＲＬ
Ｃ　ＰＤＵを異なる論理チャネルにマッピングしてＭＡＣ層に伝送する。ＭＡＣ層は、従
来の参照文献により定義された論理チャネル優先順位付けの処理アルゴリズムに基づいて
、現在のサブフレームにより伝送される各論理チャネルにおけるデータ量を決定する。そ
して、ＭＡＣ層は、これらの異なる論理チャネルからのデータを１つのＭＡＣ　ＰＤＵに
多重化して、ＭＡＣ　ＰＤＵを伝送チャネルを介して物理層に転送する。
【０００６】
　同様に、受信側では、物理層は受信されたデータを伝送チャネルを介してＭＡＣ層に伝
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送した後、ＭＡＣ層は受信されたＭＡＣ　ＰＤＵに対して逆多重化処理を行って、１つ又
は複数のＭＡＣ　ＳＤＵを取得する。ＭＡＣ層は、該ＭＡＣ　ＳＤＵに対応する論理チャ
ネル番号に基づいて、復号して得られたＭＡＣ　ＰＤＵをどの論理チャネルを介してＲＬ
Ｃ層に伝送するかを決定する。
【０００７】
　しかし、発明者の発見によれば、従来技術では、ユーザ装置は、基地局とはデータ無線
ベアラ（DRB、Data Radio Bearer）が有し、もう１つのユーザ装置との間はＤ２ＤのＤＲ
Ｂを有する場合、ＭＡＣ層は上記処理を採用すると問題が生じてしまう。基地局に伝送す
べきデータを他のユーザ装置に伝送し、或いは他のユーザ装置に伝送すべきデータを基地
局に伝送することをもたらす可能性がある。
【０００８】
　なお、背景技術に関する上記の説明は、単なる本発明の技術案をより明確、完全に説明
するためのものであり、当業者を理解させるために説明するものであり。これら技術案が
本発明の背景技術の部分に説明されているから当業者にとって周知の技術であると解釈し
てはならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の実施例は、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが存在しても、ユーザ装置のＭＡＣ層が通信デ
ータを正確に処理できるＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法、ユーザ装置及び
基地局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施例の一の態様では、Ｄ２Ｄ（Device to Device）通信の論理チャネルのハ
ンドリング方法であって、ユーザ装置が、ＤＲＢ（Data Radio Bearer）がＤ２Ｄ通信に
構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを判断するステップと、Ｄ２Ｄ通信に構
成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネルに対して、独立し
た論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を行うステップと、を含む、方法
を提供する。
【００１１】
　本発明の実施例の他の態様では、Ｄ２Ｄ（Device to Device）通信の論理チャネルのハ
ンドリング方法であって、基地局が、ユーザ装置がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネ
ーブルされているＤＲＢ（Data Radio Bearer）に対応する論理チャネルに対して独立し
た論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を行うように、前記ユーザ装置の
ためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルするステップを含む、方法
を提供する。
【００１２】
　本発明の実施例の他の態様では、ＤＲＢ（Data Radio Bearer）がＤ２Ｄ（Device to D
evice）通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを判断する判断手段と、
Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネルに
対して、独立した論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を行う処理手段と
、を含む、ユーザ装置を提供する。
【００１３】
　本発明の実施例の他の態様では、ユーザ装置がＤ２Ｄ（Device to Device）通信に構成
／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢ（Data
Radio Bearer）に対応する論理チャネルに対して独立した論理チャネルの優先順位付け及
びデータ多重化の処理を行うように、前記ユーザ装置のためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構
成／アクティブ／イネーブルする設定手段を含む、基地局を提供する。
【００１４】
　本発明の実施例の他の態様では、上記のユーザ装置、及び上記の基地局を含む、通信シ
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ステムを提供する。
【００１５】
　本発明の実施例の他の態様では、ユーザ装置においてプログラムを実行する際に、コン
ピュータに、上記のＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法を前記ユーザ装置にお
いて実行させる、コンピュータ読み取り可能なプログラムを提供する。
【００１６】
　本発明の実施例の他の態様では、コンピュータに、上記のＤ２Ｄ通信の論理チャネルの
ハンドリング方法をユーザ装置において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプ
ログラムを記憶する、記憶媒体を提供する。
【００１７】
　本発明の実施例の他の態様では、基地局においてプログラムを実行する際に、コンピュ
ータに、上記のＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法を前記基地局において実行
させる、コンピュータ読み取り可能なプログラムを提供する。
【００１８】
　本発明の実施例の他の態様では、コンピュータに、上記のＤ２Ｄ通信の論理チャネルの
ハンドリング方法を基地局において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログ
ラムを記憶する、記憶媒体を提供する。
【００１９】
　本発明の実施例の有益な効果としては、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルに
基づいてＤ２Ｄリンクにおけるデータに対して論理チャネル優先順位付け処理及びデータ
多重化を行うことで、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが存在しても、ユーザ装置のＭＡＣ層が通信デ
ータを正確に処理できる。
【００２０】
　下記の説明及び図面に示すように、本発明の特定の実施形態が詳細に開示され、本発明
の原理を採用できる方式が示される。なお、本発明の実施形態の範囲はこれらに限定され
ない。本発明の実施形態は、添付される特許請求の範囲の要旨及び項目の範囲内において
、変更されたもの、修正されたもの及び均等的なものを含む。
【００２１】
　１つの実施形態に記載された特徴及び／又は示された特徴は、同一又は類似の方式で１
つ又はさらに多くの他の実施形態で用いられてもよいし、他の実施形態における特徴と組
み合わせてもよいし、他の実施形態における特徴に代わってもよい。
【００２２】
　なお、本文では、用語「包括／含む」は、特徴、部材、ステップ又はコンポーネントが
存在することを指し、一つ又は複数の他の特徴、部材、ステップ又はコンポーネントの存
在又は付加を排除しない。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明の多くの態様は、以下の図面を参照しながら理解できる。図面における素子は比
例に応じて記載されたものではなく、本発明の原理を示すためのものである。本発明の一
部分を示す又は記載するため、図面における対応部分は拡大或いは縮小される可能性があ
る。
【００２４】
　本発明の１つの図面及び１つの実施形態に記載された要素及び特徴は、１つ又はさらに
多くの図面又は実施形態に示された要素及び特徴と組み合わせてもよい。また、図面にお
いて、類似の符号は複数の図面における対応する素子を示し、１つ以上の実施形態に用い
られる対応素子を示してもよい。
【図１】従来のＬＴＥシステムにおけるユーザ装置側のデータリンク層の構成を示す図で
ある。
【図２】ＬＴＥシステムにおけるユーザ装置側のＭＡＣ層の詳細な構成を示す図である。
【図３】ＭＡＣ層の論理チャネル処理及び多重化プロセスを示す図である。
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【図４】本発明の実施例１に係る論理チャネルのハンドリング方法のフローチャートであ
る。
【図５】本発明の実施例２に係る論理チャネルのハンドリング方法のフローチャートであ
る。
【図６】本発明の実施例２に係る論理チャネルのハンドリング方法の他のフローチャート
である。
【図７】本発明の実施例３に係る論理チャネルのハンドリング方法のフローチャートであ
る。
【図８】本発明の実施例３に係る論理チャネルのハンドリング方法の他のフローチャート
である。
【図９】本発明の実施例４に係るユーザ装置の構成を示す図である。
【図１０】本発明の実施例４に係るユーザ装置の他の構成を示す図である。
【図１１】本発明の実施例４に係るユーザ装置の他の構成を示す図である。
【図１２】本発明の実施例４に係るユーザ装置の他の構成を示す図である。
【図１３】本発明の実施例５に係る基地局の構成を示す図である。
【図１４】本発明の実施例５に係る基地局の他の構成を示す図である。
【図１５】本発明の実施例６に係る通信システムの構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図面を参照しながら、本発明の上記及び他の特徴を説明する。下記の説明及び図面に示
すように、本発明の特定の実施形態が詳細に開示され、本発明の原理を採用できる実施形
態の一部が示される。なお、本発明の実施形態の範囲はこれらに限定されない。本発明の
実施形態は、添付される特許請求の範囲の要旨及び項目の範囲内において、変更されたも
の、修正されたもの及び均等的なものを含む。
【００２６】
　図３はＭＡＣ層の論理チャネル処理及び多重化プロセスを示す図である。図３に示すよ
うに、ユーザ装置１とユーザ装置２との間の通信はＤＲＢ１により行われ、該ＤＲＢ１は
論理チャネルＤＴＣＨ１にマッピングすると仮定する。一方、ユーザ装置１と基地局との
間の通信はＤＲＢ２により行われ、ＤＲＢ２は論理チャネルＤＴＣＨ２にマッピングする
。
【００２７】
　図３に示すように、あるサブフレームにおいて、ユーザ装置１は、基地局により割り当
てられた、ユーザ装置１とユーザ装置２との通信用の物理リソースを受信したと仮定する
。ユーザ装置１のＭＡＣ層は該物理リソースが搬送可能なデータのサイズ及び論理チャネ
ル優先順位付け処理アルゴリズムに基づいて、伝送可能なＤＴＣＨ１及びＤＴＣＨ２から
のＲＬＣ　ＰＤＵのサイズを決定する。そして、ＤＴＣＨ１及びＤＴＣＨ２からのＲＬＣ
　ＰＤＵを１つのＭＡＣ　ＰＤＵに多重化して伝送チャネルを介して物理層に伝送する。
よって、基地局に伝送すべきデータをユーザ装置２に伝送することをもたらしてしまう。
同様に、あるサブフレームにおいて、ユーザ装置１は、基地局により割り当てられた、ユ
ーザ装置１と基地局との通信用の物理リソースを受信し、ユーザ装置のＭＡＣ層は従来の
ＬＴＥシステムにおける処理方式を依然として採用すると、ユーザ装置２に伝送すべきデ
ータを基地局に伝送することをもたらした。上記の問題点について、以下は本発明の実施
例を詳細に説明する。
【００２８】
　＜実施例１＞
　本発明の実施例は、Ｄ２Ｄ（Device to Device）通信の論理チャネルのハンドリング方
法を提供し、ユーザ装置側に適用する。図４は、本発明の実施例に係る論理チャネルのハ
ンドリング方法のフローチャートである。図４に示すように、該方法は下記のステップを
含む。
【００２９】
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　ステップ４０１：ユーザ装置は、ＤＲＢ（Data Radio Bearer）がＤ２Ｄ通信に構成／
アクティブ／イネーブルされているか否かを判断する。
【００３０】
　ステップ４０２：Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応
する論理チャネルに対して、独立した論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処
理を行う。
【００３１】
　本実施例では、ユーザ装置は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされている
ＤＲＢに対応する論理チャネル、及びＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされて
いないＤＲＢに対応する論理チャネルに対して、論理チャネル優先順位付け及びデータ多
重化の処理をそれぞれ行ってもよい。
【００３２】
　本実施例では、ＤＲＢは、基地局により、Ｄ２Ｄ通信に構成（configure）され、アク
ティブ（active）され、或いはイネーブル（enable）されてもよい。ユーザ装置のＤＲＢ
はＤ２Ｄ通信に対応してもよいし、ユーザ装置と基地局との間の通信に対応してもよい。
また、Ｄ２Ｄ通信に対応するＤＲＢが１つあってもよし、複数あってもよい。
【００３３】
　本実施例では、ユーザ装置は、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルを予め決定
してもよい。基地局により送信された指示情報を受信した後、指示情報に基づいて決定し
てもよい。例えば、「ＤＲＢ２がＤ２Ｄデータを搬送するために用いられる」を含む指示
情報を受信し、該指示情報に基づいて、ＤＲＢ２に対応する論理チャネルによりＤ２Ｄデ
ータが搬送（carry）されることを決定してもよい。或いは、基地局により送信された、
Ｄ２Ｄ通信のために論理チャネルを確保（reserve）することを示す指示情報を受信した
後、指示情報に基づいて決定してもよい。或いは、システムにより予め決定されてもよい
。例えば、システムは、論理チャネル１１、１２がＤ２ＤのＤＲＢに対応すると予め定義
してもよい。
【００３４】
　本発明はこれに限定されず、実際の状況に応じてＤ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チ
ャネルの具体的な態様を決定してもよい。
【００３５】
　本実施例では、ユーザ装置は、基地局により割り当てられた、Ｄ２Ｄ通信用の物理リソ
ースを受信してもよい。ユーザ装置は、Ｄ２Ｄ通信を搬送するＤＲＢを確立した後、ユー
ザ装置のＭＡＣ層は論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化を行う際に、ユーザ
装置と基地局との間のＤＲＢに対応する論理チャネル、及び装置間のＤＲＢに対応する論
理チャネルに対してそれぞれの処理を行ってもよい。具体的な論理チャネルの処理は従来
技術を参照してもよい。
【００３６】
　上記の実施例によれば、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルに基づいてＤ２Ｄ
リンクにおけるデータに対して論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化を行うこ
とで、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが存在しても、ユーザ装置のＭＡＣ層が通信データを正確に処
理できる。
【００３７】
　＜実施例２＞
　実施例１をベースとして、本実施例の論理チャネルのハンドリング方法をさらに説明す
る。図５は、本発明の実施例に係る論理チャネルのハンドリング方法のフローチャートで
ある。図５に示すように、該方法は下記のステップを含む。
【００３８】
　ステップ５０１：ユーザ装置は、基地局により送信された指示情報を受信し、該指示情
報に基づいてＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを決
定する。
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【００３９】
　ステップ５０２：ユーザ装置は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブル
されているか否かを判断する。
【００４０】
　ステップ５０３：ユーザ装置は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされてい
るＤＲＢに対応する論理チャネルに対して、独立した論理チャネルの優先順位付け及びデ
ータ多重化の処理を行う。
【００４１】
　本実施例では、基地局は、ユーザ装置により現在確立されたユーザ装置と基地局とのＤ
ＲＢをＤ２ＤのＤＲＢに変更すると決定した場合、該ＤＲＢがＤ２ＤのＤＲＢに変更した
ことをユーザ装置に知らせる必要がある。或いは、基地局は、ユーザ装置と他のユーザ装
置との間に新しいＤＲＢを確立すると決定した場合、新しく確立されたＲＢが該ユーザ装
置と他のユーザ装置との間のＤＲＢであることを該ユーザ装置に知らせる必要がある。従
って、基地局は指示情報を送信してもよい。
【００４２】
　１つの態様では、指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルさ
れているか否かを示すために用いられてもよいし、ＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２
Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられてもよい
し、或いは１つ又は複数の（例えばどの）ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示
すために用いられてもよい。
【００４３】
　具体的に実施する際に、基地局は、ＤＲＢ構成変更プロシージャ、ＤＲＢ追加プロシー
ジャ、又は正常のＬＴＥ通信モードとＤ２Ｄ通信モードとのハンドオーバプロシージャに
より、指示情報を送信してもよい。ＤＲＢがＤ２ＤのＤＲＢに構成されたことをユーザ装
置に通知する。
【００４４】
　例えば、指示情報は、従来の情報要素（IE、Information Element）LogicalChannelCon
figにおけるパラメータにより示される。LogicalChannelConfigに、ＤＲＢに対応する論
理チャネルによりＤ２Ｄ通信のデータを搬送するか否かを示すための新しいパラメータを
追加してもよい。
【００４５】
　或いは、従来の情報要素RadioResourceConfigDedicatedのDRB-ToAddModにおけるパラメ
ータにより示される。例えば、DRB-ToAddModに、該ＤＲＢによりＤ２Ｄ通信のデータを搬
送するか否かを示すための新しいパラメータを追加してもよい。
【００４６】
　或いは、従来のメッセージRRCConnectionReconfigurationに、どのＤＲＢによりＤ２Ｄ
通信のデータを搬送するかを示すための新しい情報要素を追加してもよい。該RRCConnect
ionReconfigurationメッセージは、情報要素mobilityControlInfoを含むメッセージであ
ってもよいし、情報要素mobilityControlInfoを含まないメッセージであってもよい。
【００４７】
　或いは、従来のメッセージRRCConnectionReconfigurationに、ＬＴＥ通信モードとＤ２
Ｄ通信モードとのハンドオーバ後の必要な構成情報を構成するための新しい情報要素を追
加してもよく、該構成情報における１つのパラメータは、どのＤＲＢによりＤ２Ｄ通信の
データを搬送するかを示すために用いられる。
【００４８】
　ここで、該RRCConnectionReconfigurationメッセージは、情報要素mobilityControlInf
oを含むメッセージであってもよいし、情報要素mobilityControlInfoを含まないメッセー
ジであってもよい。
【００４９】
　本発明はこれに限定されず、示すために他のＩＥにパラメータを追加してもよいし、新
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しいＩＥを用いて示してもよく、実際の状況に応じて具体的な態様を決定してもよい。
【００５０】
　具体的には、ステップ５０１は、ユーザ装置が基地局により送信された指示情報を受信
した後、ユーザ装置のＲＲＣ層が該指示情報を復号し、Ｄ２Ｄ通信モードに構成／アクテ
ィブ／イネーブルされているＤＲＢがあるか否かを決定し、どのＤＲＢがＤ２Ｄ通信モー
ドに構成／アクティブ／イネーブルされているかを決定することを含んでもよい。Ｄ２Ｄ
通信モードに構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢがある場合、ＲＲＣ層は、
これらのＤＲＢに対応する論理チャネルが既にＤ２Ｄ通信モードに構成／アクティブ／イ
ネーブルされていることをＭＡＣ層に通知することで、ＭＡＣ層の論理チャネル優先順位
付け処理及びデータ多重化プロセスを制御する。
【００５１】
　もう１つの態様では、指示情報は、基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブ
ルされているＤＲＢのために確保（reserve）した論理チャネル情報（例えば論理チャネ
ル識別番号）を含んでもよい。基地局は、Ｄ２Ｄ通信のデータを搬送するＤＲＢのために
専用の論理チャネルを確保し、それをユーザ装置に通知してもよい。
【００５２】
　具体的に実施する際に、確保された論理チャネル識別番号は、既存の論理チャネル識別
番号であってもよいし、Ｄ２Ｄ通信のために追加された論理チャネル識別番号であっても
よい。
【００５３】
　基地局は、ＤＲＢをＤ２ＤのＤＲＢに変更し、或いはＤ２ＤのＤＲＢを新しく確立する
と決定した場合、変更され、或いは新しく確立される必要があるＤＲＢに対応する論理チ
ャネルを、確保された論理チャネルの１つに変更し、或いは設定してもよい。
【００５４】
　具体的には、ステップ５０１は、ユーザ装置が基地局により送信された指示情報を受信
した後、ユーザ装置のＲＲＣ層が該指示情報を復号し、どの論理チャネル識別番号がＤ２
Ｄ通信のために確保された論理チャネル識別番号であるかを決定し、該指示情報をＭＡＣ
層に通知することを含んでもよい。ユーザ装置は再構成されたＤＲＢ又は新しく確立され
たＤＲＢの構成情報を受信した後、ユーザ装置のＭＡＣ層は、該再構成され、或いは新し
く確立されたＤＲＢに対応する論理チャネル識別番号に基づいて、該ＤＲＢがＤ２Ｄ通信
モードに構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを決定してもよい。
【００５５】
　図６は本発明の実施例に係る論理チャネルのハンドリング方法の他のフローチャートで
ある。図６に示すように、該方法は下記のステップを含む。
【００５６】
　ステップ６０１：ユーザ装置は、予め構成された指示情報に基づいて、ＤＲＢがＤ２Ｄ
通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを決定し、該指示情報は、システ
ムがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢのために予め構成した
論理チャネル識別番号を含む。
【００５７】
　ステップ６０２：ユーザ装置は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブル
されているか否かを判断する。
【００５８】
　ステップ６０３：ユーザ装置は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされてい
るＤＲＢに対応する論理チャネルに対して、独立した論理チャネルの優先順位付け及びデ
ータ多重化の処理を行う。
【００５９】
　この態様では、ＬＴＥシステムにおいて、装置間のＤＲＢ上のデータを伝送するための
新しい論理チャネルを定義してもよい。基地局は、ＤＲＢをＤ２ＤのＤＲＢに変更し、或
いはＤ２ＤのＤＲＢを新しく確立すると決定した場合、変更され、或いは新しく確立され
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る必要があるＤＲＢに対応する論理チャネルを、新しく定義された論理チャネルの１つに
変更し、或いは設定してもよい。
【００６０】
　具体的に実施する際に、予め構成された論理チャネル識別番号は、既存の論理チャネル
識別番号であってもよいし、Ｄ２Ｄ通信のために追加された論理チャネル識別番号であっ
てもよい。
【００６１】
　これによって、ユーザ装置は、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルを知ること
ができ、ユーザ装置と基地局とのＤＲＢに対応する論理チャネル、及びＤ２ＤのＤＲＢに
対応する論理チャネルに対してそれぞれ処理できる。
【００６２】
　具体的には、ステップ６０１は、ユーザ装置が、予め構成された指示情報に基づいて、
どの論理チャネル識別番号がＤ２Ｄ通信のために確保された論理チャネル識別番号である
かを決定することを含んでもよい。ユーザ装置は再構成されたＤＲＢ又は新しく確立され
たＤＲＢの構成情報を受信した後、ユーザ装置のＭＡＣ層は、該再構成され、或いは新し
く確立されたＤＲＢに対応する論理チャネル識別番号に基づいて、該ＤＲＢがＤ２Ｄ通信
モードに構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを決定してもよい。
【００６３】
　以下は、ステップ５０３又はステップ６０３における、論理チャネル優先順位付け処理
及びデータ多重化を詳細に説明する。
【００６４】
　１つの態様では、該方法は、Ｄ２Ｄ通信のための論理チャネル優先順位付け処理及びデ
ータ多重化エンティティを確立するステップをさらに含んでもよく、Ｄ２Ｄ通信のための
論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティティを用いて、Ｄ２Ｄリンクに
おけるデータに対して、論理チャネルの優先順位付け処理及びデータ多重化処理を行う。
【００６５】
　この態様では、ユーザ装置は、Ｄ２Ｄ通信を搬送するＤＲＢを確立した後、Ｄ２Ｄ通信
のための新しい論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティティを確立／構
成／初期化してもよい。該Ｄ２Ｄ通信のための論理チャネル優先順位付け処理及びデータ
多重化エンティティは、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネル及びそのデータ間の
多重化を処理するために用いられる。論理チャネル優先順位付けの処理アルゴリズムは、
従来のアルゴリズムを用いてもよく、ここでその説明が省略される。
【００６６】
　上記の論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティティは、ユーザ装置と
基地局との間のＤＲＢに対応する論理チャネル及びそのデータ間の多重化を処理するため
に用いられてもよい。よって、異なる論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エ
ンティティを用いて、Ｄ２Ｄリンクにおけるデータ及びセルラリンクにおけるデータをそ
れぞれ処理できる。
【００６７】
　もう１つの態様では、１つの論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティ
ティを依然として用いてもよい。ここで、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルさ
れているＤＲＢに対応する論理チャネルに対して論理チャネルの優先順位付け処理及びデ
ータ多重化の処理を行うステップは、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルにおい
て送信されるデータのデータ量を決定し、データをＤ２Ｄ通信に対応するＭＡＣ（Medium
 Access Control）　ＰＤＵ（Protocol Data
Unit）に多重化することを含んでもよい。
【００６８】
　具体的には、あるサブフレームにおいて、ユーザ装置は、基地局により割り当てられた
Ｄ２Ｄ通信用の物理リソースを受信した場合、現在の論理チャネル優先順位付けの処理ア
ルゴリズムに基づいてＤ２ＤのＤＲＢに対応する論理チャネルにおいて伝送可能なデータ
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量を決定し、これらのデータをＤ２Ｄに対応するＭＡＣ　ＰＤＵに多重化してもよい。
【００６９】
　もう１つの態様では、１つの論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティ
ティを依然として用いる。ここで、該方法は、基地局により割り当てられた、装置と基地
局との通信の物理リソースを受信し、装置と基地局との通信のＤＲＢ、及びＳＲＢ（Sign
aling Radio Bearer）に対応する論理チャネルにおいて送信されるデータのデータ量を決
定し、データを、装置と基地局との通信に対応するＭＡＣ　ＰＤＵに多重化することをさ
らに含む。
【００７０】
　具体的には、あるサブフレームにおいて、ユーザ装置は、基地局により割り当てられた
Ｄ２Ｄ通信用の物理リソースのみを受信した場合、現在の論理チャネル優先順位付けの処
理アルゴリズムに基づいてＤ２ＤのＤＲＢに対応する論理チャネルにおいて伝送可能なデ
ータ量を決定し、これらのデータをＤ２Ｄに対応するＭＡＣ　ＰＤＵに多重化する。
【００７１】
　あるサブフレームにおいて、ユーザ装置は、基地局により割り当てられた、ユーザ装置
と基地局との間の通信用の物理リソースのみを受信した場合、現在の論理チャネル優先順
位付けの処理アルゴリズムに基づいて、ユーザ装置と基地局との間のＤＲＢに対応する論
理チャネルにおいて伝送可能なデータ量を決定し、これらのデータをＤ２Ｄに対応するＭ
ＡＣ　ＰＤＵに多重化する。
【００７２】
　あるサブフレームにおいて、ユーザ装置は、基地局により割り当てられた、ユーザ装置
と基地局との間の通信用の物理リソース及びＤ２Ｄ通信用の物理リソース両方を受信した
場合、現在の論理チャネル優先順位付けの処理アルゴリズムに基づいて、ユーザ装置と基
地局との間のＤＲＢに対応する論理チャネルにおいて伝送可能なデータ量、及びＤ２Ｄの
ＤＲＢに対応する論理チャネルにおいて伝送可能なデータ量をそれぞれ決定し、これらの
データを２つのＭＡＣ　ＰＤＵにそれぞれ多重化する。
【００７３】
　この態様では、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが１つ又は複数あってもよい。Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢ
が複数ある場合、ステップ５０１又はステップ６０１における指示情報は、ＤＲＢに対応
するＤ２Ｄ通信リンクのインデックス情報をさらに含んでもよい。また、ステップ５０３
又はステップ６０３において、データを２つ以上のＭＡＣ　ＰＤＵにそれぞれ多重化して
もよい。
【００７４】
　上記の実施例によれば、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルに基づいてＤ２Ｄ
リンクにおけるデータに対して論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化を行うこ
とで、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが存在しても、ユーザ装置のＭＡＣ層が通信データを正確に処
理できる。
【００７５】
　＜実施例３＞
　本発明の実施例は、基地局に適用するＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法を
提供し、実施例１及び２と同様な内容についてその説明が省略される。
【００７６】
　図７は、本発明の実施例に係る論理チャネルのハンドリング方法のフローチャートであ
る。図７に示すように、該方法は下記のステップを含む。
【００７７】
　ステップ７０１：基地局は、ユーザ装置がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブル
されているＤＲＢ（Data Radio Bearer）に対応する論理チャネルに対して独立した論理
チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を行うように、ユーザ装置のためにＤ２
Ｄ通信用のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルする。
【００７８】
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　具体的に実施する際に、該方法は、基地局がＤＲＢをＤ２Ｄ通信のＤＲＢに変更するか
否か、或いはＤ２Ｄ通信のＤＲＢを追加するか否かを決定し、ＤＲＢをＤ２Ｄ通信のＤＲ
Ｂに変更する、或いはＤ２Ｄ通信のＤＲＢを追加すると決定された場合、基地局がユーザ
装置のためにＤ２Ｄ通信のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルすることをさらに含ん
でもよい。
【００７９】
　図８は本発明の実施例に係る論理チャネルのハンドリング方法の他のフローチャートで
ある。図８に示すように、該方法は下記のステップを含む。
【００８０】
　ステップ８０１：基地局は、ユーザ装置のためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構成／アクテ
ィブ／イネーブルする。
【００８１】
　ステップ８０２：基地局はユーザ装置に指示情報を送信する。
【００８２】
　１つの態様では、指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルさ
れているか否かを示すために用いられ、或いはＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２Ｄ通
信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられ、或いは１つ
又は複数のＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示すために用いられる。
【００８３】
　具体的に実施する際に、基地局は、ＤＲＢ構成変更プロシージャ、ＤＲＢ追加プロシー
ジャ、又は装置と基地局間の通信とＤ２Ｄ通信とのハンドオーバプロシージャにより、指
示情報を送信してもよい。ＤＲＢがＤ２ＤのＤＲＢに構成されていることをユーザ機器に
通知する。
【００８４】
　具体的には、指示情報は、情報要素LogicalChannelConfigに追加された新しいパラメー
タにより示され、或いは情報要素RadioResourceConfigDedicatedのDRB-ToAddModに追加さ
れた新しいパラメータにより示され、或いは現在のメッセージRRCConnectionReconfigura
tionに追加された新しい情報要素により示され、或いは現在のメッセージRRCConnectionR
econfigurationに新しい情報要素を追加してＬＴＥ通信モードとＤ２Ｄ通信モードとのハ
ンドオーバ後の必要な構成情報を構成し、その中の構成情報パラメータにより示されても
よい。本発明はこれに限定されず、実際の状況に応じて具体的な態様を決定してもよい。
【００８５】
　具体的に実施する際に、基地局は、ＤＲＢ構成変更プロシージャ、ＤＲＢ追加プロシー
ジャ、又は装置と基地局間の通信とＤ２Ｄ通信とのハンドオーバプロシージャにより、指
示情報を送信してもよい。
【００８６】
　もう１つの態様では、指示情報は、基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブ
ルされているＤＲＢのために確保した論理チャネル識別番号を含んでもよい。該方法は、
変更され、或いは追加されたＤ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネル識別番号を、確
保された論理チャネル識別番号のうち１つに構成することをさらに含んでもよい。
【００８７】
　もう１つの態様では、指示情報は、基地局により送信されるものではなく、システムに
より予め定義されてもよい。ステップ７０１において基地局がユーザ装置のためにＤ２Ｄ
通信用のＤＲＢを構成／アクティブ／イネーブルするステップは、Ｄ２Ｄ通信に構成／ア
クティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネル識別番号を、システムに
より予め定義された論理チャネル識別番号のうち１つに構成することを含んでもよい。
【００８８】
　本実施例では、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢが１つ又
は複数あってもよい。ステップ８０２における指示情報は、ＤＲＢに対応するＤ２Ｄ通信
リンクのインデックスをさらに含んでもよい。
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【００８９】
　上記の実施例によれば、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルに基づいてＤ２Ｄ
リンクにおけるデータに対して論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化を行うこ
とで、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが存在しても、ユーザ装置のＭＡＣ層が通信データを正確に処
理できる。
【００９０】
　＜実施例４＞
　本発明の実施例は、実施例１又は２に記載のユーザ装置側の方法に対応するユーザ装置
を提供し、同様な内容についてその説明が省略される。
【００９１】
　図９は本発明の実施例に係るユーザ装置の構成を示す図であり、図９に示すように、該
ユーザ装置９００は、判断部９０１及び処理部９０２を含む。ユーザ装置９００の他の部
分は従来技術を参照してもよい。
【００９２】
　判断部９０１は、ＤＲＢ（Data Radio Bearer）がＤ２Ｄ（Device to Device）通信に
構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを判断する。処理部９０２は、Ｄ２Ｄ通
信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する論理チャネルに対して、
独立した論理チャネルの優先順位付け及びデータ多重化の処理を行う。
【００９３】
　図１０は本発明の実施例に係るユーザ装置の他の構成を示す図であり、図１０に示すよ
うに、該ユーザ装置１０００は、上述したように、判断部９０１及び処理部９０２を含む
。
【００９４】
　図１０に示すように、ユーザ装置１０００は、情報受信部１００３をさらに含んでもよ
い。情報受信部１００３は、基地局により送信された指示情報を受信する。
【００９５】
　１つの態様では、該指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブル
されているか否かを示すために用いられ、或いはＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２Ｄ
通信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられ、或いは１
つ又は複数のＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示すために用いられる。
【００９６】
　もう１つの態様では、該指示情報は、基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネー
ブルされているＤＲＢのために確保した論理チャネル識別情報を含む。
【００９７】
　本実施例では、ユーザ装置は、予め構成された指示情報を取得してもよく、該指示情報
は、システムがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢのために予
め構成した論理チャネル識別情報を含む。
【００９８】
　図１１は本発明の実施例に係るユーザ装置の他の構成を示す図であり、図１１に示すよ
うに、ユーザ装置１１００は、上述したように、判断部９０１及び処理部９０２を含む。
【００９９】
　図１１に示すように、１つの態様では、ユーザ装置１１００は、Ｄ２Ｄ通信のための論
理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化エンティティを確立／構成／初期化するエ
ンティティ確立部１１０３をさらに含んでもよい。
【０１００】
　また、処理部９０２は、Ｄ２Ｄ通信のための論理チャネル優先順位付け処理及びデータ
多重化エンティティを用いて、Ｄ２Ｄ通信のデータに対して、論理チャネルの優先順位付
け処理及びデータ多重化処理を行う。
【０１０１】
　図１２は本発明の実施例に係るユーザ装置の他の構成を示す図であり、図１２に示すよ
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うに、ユーザ装置１２００は、上述したように、判断部９０１、処理部９０２及び情報受
信部１００３を含む。図１２に示すように、１つの態様では、ユーザ装置１２００は、エ
ンティティ確立部１１０３をさらに含んでもよい。
【０１０２】
　もう１つの態様では、処理部９０２は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルさ
れているＤＲＢに対応する論理チャネルにおいて送信されるデータのデータ量を決定し、
データを、Ｄ２Ｄ通信に対応するＭＡＣ（Medium Access Control）　ＰＤＵ（Protocol 
Data
Unit）に多重化してもよい。
【０１０３】
　もう１つの態様では、処理部９０２は、装置と基地局との通信のＤＲＢ、及びＳＲＢ（
Signaling Radio Bearer）に対応する論理チャネルにおいて送信されるデータのデータ量
を決定し、データを、装置と基地局との通信に対応するＭＡＣ　ＰＤＵに多重化してもよ
い。
【０１０４】
　また、処理部９０２は、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルにおいて送信され
るデータのデータ量を決定し、データを、Ｄ２Ｄ通信に対応するＭＡＣ　ＰＤＵに多重化
してもよい。
【０１０５】
　本実施例では、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢが１つ又
は複数あってもよい。情報受信部１００３において受信された指示情報は、ＤＲＢに対応
するＤ２Ｄ通信リンクのインデックスをさらに含んでもよい。また、処理部９０２は、デ
ータを２つ又は２つ以上のＭＡＣ　ＰＤＵに多重化してもよい。
【０１０６】
　上記の実施例によれば、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルに基づいてＤ２Ｄ
リンクにおけるデータに対して論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化を行うこ
とで、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが存在しても、ユーザ装置のＭＡＣ層が通信データを正確に処
理できる。
【０１０７】
　＜実施例５＞
　本発明の実施例は、実施例３に記載の基地局側の方法に対応する基地局を提供し、同様
な内容についてその説明が省略される。
【０１０８】
　図１３は本発明の実施例に係る基地局の構成を示す図であり、図１３に示すように、該
基地局１３００は設定部１３０１を含む。基地局１３００の他の部分は従来技術を参照し
てもよい。
【０１０９】
　設定部１３０１は、ユーザ装置がＤ２Ｄ（Device to Device）通信に構成／アクティブ
／イネーブルされているＤＲＢ（Data
Radio Bearer）に対応する論理チャネルに対して独立した論理チャネルの優先順位付け及
びデータ多重化の処理を行うように、ユーザ装置のためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢを構成／
アクティブ／イネーブルする。
【０１１０】
　図１４は本発明の実施例に係る基地局の他の構成を示す図であり、図１４に示すように
、該基地局１４００は、上述したように、設定部１３０１を含む。
【０１１１】
　図１４に示すように、ユーザ装置に指示情報を送信する情報送信部１４０２をさらに含
んでもよい。
【０１１２】
　１つの態様では、指示情報は、ＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルさ
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れているか否かを示すために用いられ、或いはＤＲＢに対応する論理チャネルがＤ２Ｄ通
信に構成／アクティブ／イネーブルされているか否かを示すために用いられ、或いは１つ
又は複数のＤＲＢがＤ２Ｄ通信に構成されていることを示すために用いられる。
【０１１３】
　また、情報送信部１４０２は、ＤＲＢ構成変更プロシージャ、ＤＲＢ追加プロシージャ
、又は正常のＬＴＥ通信モードとＤ２Ｄ通信モードとのハンドオーバプロシージャにより
、該指示情報を送信してもよい。
【０１１４】
　もう１つの態様では、指示情報は、基地局がＤ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブ
ルされているＤＲＢのために確保した論理チャネル識別情報を含んでもよい。また、設定
部１３０１は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢに対応する
論理チャネル識別番号を、確保された論理チャネル識別番号のうち１つに構成してもよい
。
【０１１５】
　もう１つの態様では、設定部１３０１は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブル
されているＤＲＢに対応する論理チャネル識別番号を、システムにより予め定義された論
理チャネル識別番号のうち１つに構成してもよい。
【０１１６】
　本実施例では、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢが１つ又
は複数あってもよい。情報送信部１４０２における指示情報は、ＤＲＢに対応するＤ２Ｄ
通信リンクのインデックスをさらに含んでもよい。
【０１１７】
　上記の実施例によれば、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢに対応する論理チャネルに基づいてＤ２Ｄ
リンクにおけるデータに対して論理チャネル優先順位付け処理及びデータ多重化を行うこ
とで、Ｄ２Ｄ通信のＤＲＢが存在しても、ユーザ装置のＭＡＣ層が通信データを正確に処
理できる。
【０１１８】
　＜実施例６＞
　本発明の実施例は、実施例４に記載のユーザ装置、及び実施例５に記載の基地局を含む
通信システムを提供する。
【０１１９】
　図１５は本発明の実施例に係る通信システムの構成を示す図であり、図１５に示すよう
に、通信システム１５００は、ユーザ装置１５０１及び基地局１５０２を含む。
【０１２０】
　そのうち、ユーザ装置１５０１は判断部及び処理部を含んでもよい、判断部は、ＤＲＢ
（Data Radio Bearer）がＤ２Ｄ（Device to Device）通信に構成／アクティブ／イネー
ブルされているか否かを判断する。処理部は、Ｄ２Ｄ通信に構成／アクティブ／イネーブ
ルされているＤＲＢに対応する論理チャネルに対して、独立した論理チャネルの優先順位
付け及びデータ多重化の処理を行う。
【０１２１】
　基地局１５０２は設定部を含んでもよい。設定部は、ユーザ装置１５０１がＤ２Ｄ（De
vice to Device）通信に構成／アクティブ／イネーブルされているＤＲＢ（Data
Radio Bearer）に対応する論理チャネルに対して独立した論理チャネルの優先順位付け及
びデータ多重化の処理を行うように、ユーザ装置１５０１のためにＤ２Ｄ通信用のＤＲＢ
を構成／アクティブ／イネーブルする。
【０１２２】
　通信システム１５００の他の内容は実施例１乃至５を参照してもよい。なお、図１５は
単なる該通信システムの構成を例示するものであり、本発明はこれに限定されず、実際の
状況に応じて具体的な態様を決定してもよい。
【０１２３】



(19) JP 6090476 B2 2017.3.8

10

20

30

　本発明の実施例は、ユーザ装置においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、
上記実施例１又は２に記載のＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法を前記ユーザ
装置において実行させる、コンピュータ読み取り可能なプログラムをさらに提供する。
【０１２４】
　本発明の実施例は、コンピュータに、上記実施例１又は２に記載のＤ２Ｄ通信の論理チ
ャネルのハンドリング方法をユーザ装置において実行させるためのコンピュータ読み取り
可能なプログラムを記憶する、記憶媒体をさらに提供する。
【０１２５】
　本発明の実施例は、基地局においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、上記
実施例３に記載のＤ２Ｄ通信の論理チャネルのハンドリング方法を前記基地局において実
行させる、コンピュータ読み取り可能なプログラムをさらに提供する。
【０１２６】
　本発明の実施例は、コンピュータに、上記実施例３に記載のＤ２Ｄ通信の論理チャネル
のハンドリング方法を基地局において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプロ
グラムを記憶する、記憶媒体をさらに提供する。
【０１２７】
　本発明の以上の装置及び方法は、ハードウェアにより実現されてもよく、ハードウェア
とソフトウェアを結合して実現されてもよい。本発明はコンピュータが読み取り可能なプ
ログラムに関し、該プログラムはロジック部により実行される時に、該ロジック部に上述
した装置又は構成要件を実現させる、或いは該ロジック部に上述した各種の方法又はステ
ップを実現させることができる。本発明は上記のプログラムを記憶するための記憶媒体、
例えばハードディスク、ディスク、光ディスク、ＤＶＤ、フラッシュメモリ等に関する。
【０１２８】
　一つ以上の機能ブロックおよび/または添付の図面内の機能ブロックの一つ以上の組合
せは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（DSP）、特定用途向け集積回路（ASIC
）、フィールド・プログラマブル・ゲートとして実現されてもよいアレイ（FPGA）または
他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理装置、
ディスクリートハードウェアコンポーネント、またはそれらの任意の適切な組み合わせが
挙げられる。これらはまた、例えば、DSPとマイクロプロセッサの組み合わせとして、コ
ンピューティング機器の組み合わせとして通信DSPと組み合わせて、または任意の他のそ
のような構成における1つまたは複数のマイクロプロセッサ、複数のプロセッサを実現す
ることができる。
【０１２９】
　以上、具体的な実施形態を参照しながら本発明を説明しているが、上記の説明は、例示
的なものに過ぎず、本発明の保護の範囲を限定するものではない。本発明の趣旨及び原理
を離脱しない限り、本発明に対して各種の変形及び修正を行ってもよく、これらの変形及
び修正も本発明の範囲に属する。
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